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1研究主題 国言吾科における個 に応 じた指導の工夫

1研 究の背景 とね らい

1社 会情勢の変化と生徒の現状

書 くことが苦手、又は嫌い とい う生徒は少な くない。 しか し、生徒 の多くが携帯電話の メー

ル を打 ち込む ことには、それほ ど苦手意識 を感 じていない、後述のアンケー ト結果か らも、メ

ール を
、 ごく仲間内で 「話す」感覚で利用 していることが分 かる。 一方 メール の登場によ り、

文を 「書 く」機会が減 りっつあ り、い ざ文を 「書 く」段 になる と、苦手意識が先行 して しま う

傾 向 も認 められる。 また、生徒の文章 に多い特徴 として、主語の欠落等 の他者 には通 じに くい

表現や、客観性 、論理性の不足等が挙 げられ る。 これ らは、核家族化、少子化、地域社会の希

薄化の進む現在の 目本 の社会状況の中で、 日常生活 において、家族や親 しい友人 といった、限

定 され た人問関係 の中で しか表現活動 を行ってお らず 、他者 を意識す る機会が少 なくなってい

る状況 も多いことの反映で あると思われ る。一方、平成16年2月3日 の文化審議会答 申が 「こ

れ か らの時代に求められ る国語力にっ いて」 として 「各人が 自分 らしい、納得できる幸せ な人

生 を全 うできるよ うにす るためには、 自分の頭で考える力 と、他 の人 との関係を考慮 しつつ、

自分の中にある思い を言語化 して社会 に発言 してい く力が必要である。」 と述べてい るよ うに、

社会の側 からは、仲間内だけではな く、社会全体に対 して 「自分 の考えや意見な どを正確 に伝

える論理的な文章を書 くこと」(同 じく文化審議会答 申より)が 求め られてい ると言えよ う。

2教 室 という場 と 「個 」

この ように生徒の書 くことに関す る力 を育てることは急務である。「書 くこと」は、生徒 が一

人一人が 自分 自身 と向き合 わなければな らない主体的 な行為である とともに、その力には個人

差が ある。高等学校学習指導要領 で も、第1章 第6款 において 「各教科 ・科 目等の指導に当た

って は、(中略)個 に応 じた指導の充実を図 ること。」 と指摘 している。教室 とい う集団学習 の場

で、教師が如何に各生徒の課題 を発見 し、それ に応 じた指導を行 ってい くことができるのか。

あるいは どうすれ ば各生徒が、 自分 自身の課題 を認識 し、自ら解決 できるのか。 この個 に応 じ

た指導ができなければ、「書 くこと」 の指導において十分な成果 をあげる ことは難 しい。

3主 題設定の理由

検証に際 しては、次の三つの方法に着 目した。一つ 目は段階表の活用である。「書 くこと」に

必要な要素を明確に した段階表を用い ることによ り、教師が、或いは生徒 自身が各人の現在 の

力を正確に把握 し、 どの部分 を改善すれば次の段階に上 がることができるかを明確にすれ ば、

書 くカ を確実に付 けることができるはずである。二つ 目は評価規準の活用である。生徒 自身 の

現状把握を助け学習意欲 を高め るために、 どのよ うな文章が求め られてい るのかとい う評価 規

準を作成 し、前 もって生徒 に示す ことが効果的であると考えた。三つ 目は、授業実践の中での、

支援の共有化である。 これに よ り、教室 とい う集団学習 の場 を、個に応 じた指導 と相反す るも

の としてではな く、む しろ、個に応 じた指導の相乗効果をね らうことができる場 であるとい う、

積 極的な意味で とらえ直 した。 そ して教室 とい う集団学習の場での 「書 くこと」 に関す る指導

法、それ も個 に応 じた指導法 を実践 的に開発 したい と考え、研究主題 を、「国語科における個 に

応 じた指導の工夫」 と設 定 した。 そ して 「書 くこと」の指導法 に焦点を絞 った。
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1主 題解明の方法

1高 校生の書 くことに関す る実態調査

(1)調 査の 目的

書 くことが苦手 とい う生徒 もいるが、学校生活お よび 日常生活で 「書 くこと」の機会 に様 々

な形で接 している。そ こで生徒が 「書 くこ と」に苦手意識 を感 じるのは どのような場合で ある

か とい うことを明 らかにす るために調 査を実施 した。

(2>調 査対象

研究員 の所属する都 立高等学校の生徒に対 し、質問紙調査の形式で実施 した。

(3)調 査内容

まず 「自己紹介文」「感想文」「日記」「手紙」な ど、生徒が学校生活お よび 日常生活で触れ る

と思われ る文章を7種 類提示 し、それ ぞれ を書 く分量や内容な どで4な い し5項 目に分割 した。

た とえば 「感想文」の場合 、「読書感想文」「行事の感想文」「授業の感想(先 生に対 して、授業

の感想や要望を書 く)」「他の生徒に対 して公表 を前提 とした文(無 記名 で)」 とい う項 目に分 け

た。項 目を立てたのは、 どの よ うな文章 に対 して生徒 が苦手意識 を もってい るのかをよ り正確

に把握す るためである。 これ らの項 目について、「とても書 きやすい」 「どちらか とい うと書 き

や すい」 「どち らか とい うと書 きに くい」 「とて も書 きに くい」の4段 階で回答を求めた。次 に

「文章 を書 くことが好 きか」 とい う質問に対 して4段 階で回答 を求 め、その理 由についても回

答 を求 めた。理由の項 目には 「書 くことが得意(ま たは不得意)だ か ら」「書 くことに自信 があ

る(ま たはない)か ら」な どの項 目をあげ、複数回答 とした。

(4)結 果

生徒 は、100宇 以下の分量 であれ ば書きにくさを感 じる ことは少ない と感 じる者が多い。

300字 で半数以上の生徒が書 きに くさを感 じている とい うことは、400字 の原稿用紙 一枚

とい うのは生徒 にとってかな り多い分量 として とらえ られてい ると考 え られる。(グ ラフ1)

また、同 じ分量でも内容に よって書 きにくさが異なって くるとい うこ とが、「感想 文」 「レポ

ー ト」 についての質問か ら明 らかになった
。 この質問では400字 とい う分量 を設 定 していた

が、 「授業の感想」 は 「理科 の実験 レポー ト(結 果 を報告 し、原 因を考察)」 よりも 「とて も書

きに くい」 と感 じる生徒が少なかった。(グ ラフ2)

同 じ内容であっても、携帯電話 と葉書 では、書き易 さに差が出 ることも明 らかになった。「あ

い さつ程度」でも 「年賀状や暑中見舞 い」で も、携帯電話の メール が 「とて も書きやす い」 と

答 える生徒 は、葉書が 「とて も書きやす い」 と答 えた生徒の倍以上である。(グ ラフ3)

文章 を書 くことの調査では、「好 き」よ り 「嫌い」の回答数がやや多 くなってい る。そ の理 由

として 「好 き」 と回答 した生徒が最 も多 くあげた理 由は 「書 くこ とに よって、これまで気付か

なか った 自分の考 えや気持 ちな どがわかって楽 しいか ら」で あった。逆 に 「嫌い」 と回答 した

生徒 か らは 「書 くことが不得意だか ら」「自分の考えを見せ るのが嫌 いだか ら」な どの理 由があ

げ られ た。また、「字 が下手だか ら」とい う理 由で書 くことを避 けてい るとい う意見も出 され た。
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質問内容

これか ら、様々な種類の文章をあげていきます。 それ ぞれ について

4:と て も書きやす い3:ど ち らか とい うと書 きやすい

2:ど ちらか とい うと書きに くい1:と ても書 きに くい

の四段階で答えて くだ さい。

なお、特に指示の無い限 りこれ らの文章は 「手書 き」に よる もの と します。
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グ ラ フ1

文 章 の種 類:定 期 考 査 の記 述

1:50文 字 程 度

2:100文 字程 度

3:200文 字 程 度

4:300文 字 程 度
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グラフ2

文章の種類:400程 度 の文章

1:行 事感想文

2=授 業の感想

3:実 験 レポー ト(結 果報告)

41実 験 レポー ト(結 果報告 と原 因の考察)

グラフ3

文章の種類:手 紙

1:あ い さつ程度の文章を携帯電話 の

メールで

2:あ い さつ程度の文章を葉書で

3:年 賀状 ・暑 中見舞いな どを携帯電話

のメールで

4:年 賀状 ・暑中見舞いな どを葉書で

5=ご く親 しい友達向 けの手紙

(5)考 察

結果 を見ると、携 帯電話の メール ・ごく親 しい友達向けの手紙な ど、狭い関係 の相手に書 く

こ とにはあま り抵抗感 を感 じていない よ うである。100字 が書 きや す さの1つ の境界になっ

ているのは、メール で送 る文字数 と関係 しているのではなかろ うか。 また、感想 な ど思 った こ

とを書 くことへの抵抗感 もあま り強 くない ようである。 それ に対 し、小論文 など自分の意 見 を

不特 定多数の相 手が理解 できるよ うに伝 える文章な どは、苦手意識が強い ようである。意 見や
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考 えを思 うように文章化で きない ところか ら、書 くことが不得意 とい う意識が生 まれ 、結果 と

して書 くことが嫌いである とい う回答 につながっている と推測で きる.

2段 階表の作成 と活用

「書 くこ と」の指導 と評価 が難 しい原 因の一つに評価基準が設 けに くい とい う点があると考

えた。生徒の声に も 「ど うい う作文が高 く評価 され るのかわか らない」 とい うものがある。 書

くことが不得意だ、と感 じてい る生徒それぞれに応 じた指導のアプ ローチ を考 える必要がある。

また、個 に応 じた指導 を行 うためには、まず個 の状況把握 を正確 に行 う必要がある。 そこで、

この問題点 を解決す る手段 と して①生徒 自身が どの程度の能力 を持 っているのか ② どうすれ

ば能力 を1巾ばせ るのか とい う二点を明確 にすれ ば、生徒個 人に合わせ た能力向上のための手

段 を発 見 しやす くなるので はないか と考えた。そこで 、この二つの要素を取 り入れ た 「書 くこ

と」の力段階表の作成 を行 うこ とと した。

段 階表 では高校 までに身 に付 けておきたい能力を 「自分の考 えを相手 に伝 える文を800字

程 度で書 くこと」 と設定 した。 これは大学入試や推薦入試の作文で課 され る文字数 を想定 した

もので ある、 この段階を 目指す形で文字量や表記法 な どのめあて を設 定 し、基礎か ら実践へ と

段階付 けを行 った。 また、 さらに高度な能 力 として資料 を活用 して文章を書 く論文作成 を設定

した。なお、詩 ・短歌 ・小説 な どの創作文は作品形式のルール な ど、通常の文を書 くこととは

異 なる要素 も要求 され るため、別 の表 を設 けることとした。

あえて段階 とい う表現 を用いているが、 この表の 目的は生徒 の能力をランク付 けす るもので

はない。先述の とお り、「書 くこと」の評価 と指導を よ り効果的 に行 うための材料 として活用す

るこ とが 目的である。生徒それぞれ の現状 をより正確に把握 し、教師がそのために どのよ うな

支援 を行 うことが効果的で あるかを見て取れ るような資料 として作成 している。 これを用い る

ことによ り、教師の側 か ら、生徒個人 が次 の段階へ進むための指導 と支援 をよ り的確に行 うこ

とが可能 となる。 また、この段階表を生徒 に示すこ とによって、生徒 自身が書いた文が どのめ

あてまで達成 され てい るか、 また次の段階 に進むた めには どのよ うな点に気 を付けて書いた ら

良いかを、 自分の 目で も確か めることが可能 となる。 さらに生徒 同士で評 価を行 うことも可能

にな る。目標が明確 になれば、「書 くこと」に対す る学習意欲の向上に もつながる と考えている。

集団の 中には様 々な段 階の生徒 がお り、一 口に書 くこ とが苦手 といって もどの部分 に苦手意

識 を感 じているのかはそれぞれ異 なっている。そこで 、書 くことそのものを苦手 とす る生徒 を

対象 とし、その苦手意識 を取 り除 くことを 目的 とした基礎段階の指 導方法 と、書 くことへの苦

手意識 が少 ない生徒 を対象 とし、客観性や論理性 を さらに身にっけ させ ることを目的 とした応

用段階の指導方法 とにっいて取 り上げ ることとした。基礎段階にある生徒を どのように応用段

階まで持 ってい くか、また応用段階にある生徒によ り効果的な指導 を行 うには どのよ うにすれ

ば よいか、そ して生徒 自身 の 目で 自分が書けるよ うにな った ことを実感 させ るにはどのよ うな

指 導 を行 うべ きかについて、段階表や数値 を用いた評価 などを用いて実践的な研究を行 うこと

によ り解明を試み た。
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1

ゆ

ー

「書 くこと」の力段階衰 項 目=A…(関 心 ・意 欲 ・態 度)B…(書 く能 力)C…(知 織 ・理餌)

ジヤンル 段階
評価規準

効果的な指導・支擾方濠
.

目標 めあて 項 目 珊眼点(例 示)

自

分
の

考
え

を
文
章

に
ま

と
め

る
力

メモなど

基礎

1A

正しい表記と内容のともなった
一文が書ける

表記のルールにのっとった一文が書ける C

誤字・脱孚がない 国認辞典・漠和醇典を活用さゼる

便覧の該当箇所を活用させる

正しい文の書き方のプリントを配布する

机

間
指

弔
添
削
指

鱒

7
ク
指

導
の

利

用
は

す
べ

て
の

段

階
に

お
い

て

行
う

句読点など正しい記号の使用

文としての完紹

1B 内容のともなった一文が書ける AC 読み手に伝えたい内容が伝わる

1C 目的に応じた一文が書ける ABC
佃子 や 日削 に1心した週 り」な 旨巣か 遇玖 ごれ しい{)旧 ガの冤蕾程 展η、見知bぬ 人に河 してか
竺、

短作文
など

2A

200字 ～400字 程度で正しい

表記と内容のともなった文童が
書ける

文法上誤りのない文軍が書ける C
文末表現の統一(敬体と常体の混同をしない) 叙述上の注意のプリントを配布する

起承転結について、プリントなどを用いてわかりやすく説明する

新聞・雑誌の投書を読み、書かれている内容を分析し、優れた表

現について考えさせる

書けない生徒には解答例などを活用し.その大枠を模倣させる

文法上の誤りのない文章(理 由を述べるときは「から」で糖ぷ.rっ ていうか」などの話し言葉を使わない)

2B 内容に晦じて段落をつけた文章が書ける G
内容に合わせた段落分けをしている

段落ごとにまとまりがある

2C 段落構成を意識した文章が書ける ABC
段落間のつながりが意識されている

文章としてのまとまりと主張点の明確さ(5WIHを 文章のなかに盛り込んでいる)

パター

ン化し

た文章
(作文、

小繍文

など)

実践

3A

原稿用紙1枚 程度で3酎4段 薙

構成の文章が書ける

原稿用紙のルールに沿った文章が書ける C
表記上のルールにのっとっている(書き出しや段落分けのあとは1マスあけて書く) 原稿嗣紙の使い方のプリントを配布する

新聞のコラム・社説を読ませ、内容を要約させる

新聞のコラム・社説・投書などから具体例を指摘させ、具体例とぱ
何かを実感させる

学習した漢字が適切に使用されている

3B 論理的につながりのある文章が書ける ABC
全体の槽成を慧識した段落分けをしている

各段落ごとの内容が全体の槽成にふさわしい内容となっている一

3C 具体例をとりいれた文章が書ける ABC
内容にふさわしい具体例が書かれている

具体例が全休の主張点と結びついている

読
み
手
を
愚
騰
し
た
文
章
を
書
く
力

伝える
棺手を

慧鐵し
た文章
(入試

小諭
文.続

書感想
文.投

稿論文
など)

4A

-

4B

原稿用紙1枚 ～1枚 半(400卿
600宇)裡 度で目的に応じて構

成された文策が雪け、効果的な
表現が使用されており、積極的
に発表しようとしている

相手や目的に応じたテーマと表現が選択
されている

ABC
相季や目的に応じたテーマが選択されている 実用文の書き方のプリントを配布する

相手や目的に応じた手紙を書かせる

身近な話題や同年代の若者の投稿等を折に触れて紹介し、自分
の意見を持たせる

懸賞論文・コンクールなどに応募させる

訣み手を意識した効果的な表現の工夫がなされている(目上に対する適切な敬語.効 果的な表現)

読み手を意織した説得力ある文章が書ける ABC
読み手を納得させうる効果的な具体例が選択されている

具体例の使用によって諭点がより明確になっている一
4C 積極的に発表しようとする ABC 自分の意見に題をつけてコラムを書いたりして、機会を捉え、積極的に発表しようとする

5レ ベルに上がる秦件として.「 コンクールや新蘭控稿への晃轟経駿をしていること」

5A

-

5B

原稿用紙2枚(800寧)程 度の

文軍を中立的な視点から客観
的に書く

「私」を突き放した視点から客観的なテーマ

と表現が選択されている

目的に応じ、広く社会に訴えるテーマが設定されている 小舗文の書き方、出題形式のプリントを配布する

身近な話題や時事問題について、賛成・反対の立場で意見を書
かせる

ディベートで討論させる

ABCテ ーマに対する背景の分析がなされている

自分の主張と対立する視点もふまえ、より客観的にテーマを論じようとしている

より普遍的で説得力のある文章が■ける
論点にふさわしい効果的な具体例が選択されているAB

C
.具体例を通して、論点に普遍性を持たせることに成功している

冨絞卒案時までの到遣目榔

総
合

的
に

書
く

カ

卒業論
文など

応用

6A

原稿用紙2枚 半(1000牢)以
上の文軍を、常に広い客観的
視点をもちながら、慢れた表現

を用いてより効果的に書く実践

テーマにふさわしい資料を収集できている ABC
さまざまなメディアからの情報の収集と整理(本やインターネットなどから必要なものを必要なだ
け収集できている)

情報の収集・図書館の利用についてのプリントを配布する
レポート・論文の書き方のプリントを配布する

ポートフォリオとして長期的に変容を認め、励まし、継続して指導
を加える

中間発表会を行い.生捷相互が掌ぴあう工夫をし.学習慧欲を喚起させる

6B 収集した資料を構成に生かしている B
私・他者をともに意織した客観的視点を常に広く持ち、自分の論拠を裏づける効果的な具体例を
入れた文章が書ける

6C 総合的にテーマについて論じられている B 優れた文章の分析やさまざまな表現から読み取った発想や構成の特色などを生かしている

創作

1A 創作のルールの晋得 ルールにのっとった表現ができる G それぞれの作品形式のルールにのっとっている(韻文・散文それぞれの特微が理解されている) 優れた作品を談み、味わい、その一言感想や鑑賞文を書かせる

作品形式のルールを説明したプリントを配布する

作品を文化祭で展示したり、作品集にまとめたりするなど、相互に
鑑賞する場を設ける

各種コンクールに積極的に応募する

1巳 正しい表記の習得 表記上誤りのない表現ができる C 作品価値を下げないように単純なミスをなくす(誤字・脱字・配号のミスがない)

2 ふさわしい子一マの設定 課題にふさわしいテーマが設定されている C テーマを深めるために適切な題材が選択されている

3 効果的な表現の習得 効果的な表現でアウトラインを完成させる ABC テーマに応じた効果的な表現を用いている

4 「私」の生かされた作品の充成 独創的でオリジナルな作品として完成させる ABC 人とは違う独自の視点が表現に反映されている



皿 研究の構想

生徒 の声

「書 くのが苦手 」

「何 を書 いた らよ

いかわか らな い」

教師の問題意識

「客観性の不足」

「論理性の欠如」

書

く

カ

を

更

に

身

に

付

け

る

こ

と

これか らの時代に求められる

国語力(文 化審議会答申)

「自分の中にある思いを言語

化 して社会に発言 していく

力が必要である」

高等学校学習指導要領

「個に応 じた指導の充実を

図 ること」

教室 とい う集団学習の場に

おいて指導する難 しさ

研究主題 国語科における個 に応 じた指導の工夫

それぞれの段階に応 じた指導の工夫

A
テ

ッ

プ

ア

ッ

三

応用段階(「 書 くこと」は苦手ではないが、客観性、論理性が不足している)

研究副主題 他者 を意識 し、自己の意見を的確に伝える文章構成の

技術について
研究仮説 他者の存在、自分 とは異なる意見の存在 を意識 させる

ことによ り、自分 自身の考えをより論理的にまとめ上げ、

的確に伝えることができるようになるのではないか。

D

碁日轟護碁碁雰聾

る敵髄礁催蝉製灘
譜

繊

て
み
文
ら

幽豫
雛
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説仮究研
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璽 評価規準の確認 支援の共有化 自己評価
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N「 書 くこと」の指導の実際 基礎段階

自己 を見つめ 、感 じた ことを文章化す る能力を育て る指導 について

1単 元名 「自己を見つめて」

2単 元設定の理由

基礎 段階においては、文章 を書 くことに対 して苦手意識 を抱 き、書 くカ に課題の ある生徒 を

主眼に置き、個 に応 じた指導 を行 うことで書 く力 を身に付 けさせたい と考 える。そ こで、身近

なこ とを取 り上げ、創作、箇条書き、短作文、作文 と順 を追 って長 い文 を書かせてい く流れ を

念頭 に置いた。私たちには 「喜怒哀楽」 とい う感情があ り、 これは高校生 のよ うな多感 な世代

には特に豊かに備わってい るとい う共通意識の下、適切 な単元、教材 の選定 に取 り組んだ。そ

れ らの感情の中で も 「怒 り」と 「哀 しみ」(悲 しみ)は 強 く心に残 るもので あ り、それゆえ書 く

材料にな りうると判断 し、本単元 「自己を見つめて」を設定 した。 また、本単元を実施す るに

際 し、年間指導計画 に沿って 「悲 しむ」(五 木寛之 『新現代文』)が 教材 として最適である と考

え、実証授業 の4、5時 限 目で扱 うこととした。 「書 くこ と」の力段 階表(P6参 照〉に基づい

て、各々のカ を見極 め、適切な指導 を施 し、基礎、実践 、応用 と段階 を上 げてい くことを 目標

とす る。導入に創作 を取 り入れ て楽 しみ なが ら書 くことか ら、文章を書 くとい うことは 「自己

を見つめる」ことに外 な らない、 とい うことに気付かせ る ところまで段階 を踏 んで指導す るこ

とをね らい とす る。

3単 元の評価規準及 び学習活動に即 した具体的な評価規準

1関 心 ・意 欲 ・態 度 皿 書 く能 力 皿 知 識 ・理解

単元の評価規

準

・書 くことに関心 をも って取 り

組ん でい る。

・段階 を踏 んで適 切な文章 が書 ける。 ・考 える こと と書 くことのつ な

が りを理解 している。

学習活動に即

した具体的な

評価規準

①積極 的 に書 く姿勢 が ある。

②積極 的 に発表す る(発 表 を聴

く)姿 勢が ある。

③ 「自己 を見 つめて」の意味 を

知 ろ うと してい る。

④ 「悲 しみ 、嘆 くこ と」を通 し

て、 自己 を見つめ てい る。

① 楽 しみ なが ら書 くこ と に取 り組 め

て いる。

② 印象 に残 る こ と を思 い出 しな が ら

書 こう としてい る。

③ 書 くための材料 を用意 し、自分の言

葉で書 こうと して いる。

④ 作 文に適 した表現 を心掛 けて いる 。

① 短歌 の形式 を習得 して いる 。

② 話 し言 葉 と書 き言葉 の 区別

がで きて いる。

③ 考 える こ と と書 くこ との つ

なが りを理解 してい る。

④ 筆者 の主張 を理解 してい る。

4研 究方法

楽 しみなが ら、自分 を見っ めた上で印象 に残ってい るこ とを取捨選択 して 、表現 したい こと

の核心 を出 し、伝 え合 うこ とを 目標 として考 えた。 ここでは①評価 の工夫(数 字に表せ る評価

と表せない評価 、作品の評価 と過程 の評価 の両面か ら評価)② 書 くことの習慣 を確 立するた め

の工夫 を紹介 しなが ら、書 くカを段階的 に付けてい くステ ップア ソプの意義 を探 っていきたい。

(1)評 価の工 夫

数 字に表せ る評価基準 とい う点に関 しては、現状では各教師が工夫 を凝 らして採点基準を設

け点数化を工夫 している状況 があ ろ うと考 える。今回の研 究において、「書 くこと」の力段階表

を数字に表せ る評価にす るた めに、ル ーブ リック評価 を取 り入れ た。*ル ーブ リック(rubric)

評価 とは、学習の到達 目標 を評価規準に照 らして具体的に設定 し評価す る方法である。 一つ一
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つのめあてにおける評価基準 を段1;皆的に数値化 して示す ことで、授業者が生徒の どのよ うなカ

を どの よ うに伸ば したいか とい う学習の 目標 がより明確 にな り、そ の達成度 と改善点が生徒 に

も授業者にも実感で きる。 この評価 を取 り入れ 、グラフ化す ることで、 どの力が十分で、 どの

力 が不十分か一 目瞭然になる とい う利点が見いだせ た。

次に、数字 に表せ ない作品の評価 についてであるが 、①教科会、研 究会な どで、教師の評価

観 を豊か に高める工夫 が必要で ある。 これ らを数点持 ち寄って上手 な点を確認 し合 うことで、

偏った 自分だけの見方 に陥 らず に済み、新 しい視点が得 られ る。 さらに、②形成的評価 として

長期的に変容を認め、励 ます ことも重要である。加 えて③ 実際 の指導場面 としての 自己評価 こ

そ大事 にしたい と考 える。例 えば、 自分たちの作った新聞を後輩 に読み聞かせ、何 よりも 「や

ってよかった」と実感できる ことは、「次またがんばろ う」と学習意欲 を喚起できる評価 につな

が る。最後に④過程の評価 であるが、過程 ごとの評価基準 を明確に してお く必要があ る。 その

た めにも、今回の研究で作 り上 げた 「書 くこと」の力段階表が有効であると言 える。 「

(2)書 くことの習慣 を確立す るための工夫

書 くことの学習指導の基本 は、生徒 たちに書 く習慣 を身 に付 けさせ ることにある。 そのため

には授業時間に加 えて、日常生活 と十分に関連 させ た学習 を展開す る必要がある。そ こで次に、

書 くことの習慣 を確 立す るための授業 時の実践 ・工夫 と年間の継続課題の工夫にっいて挙 げる。

医 業時 の実践 ・工夫1(以 下の ●の工 夫 を、今回 の実証授 業に取 り入 れ た。)

ル ール にのっ とった上で 、独創性 を 生か して楽 しく創作す る。(創 作〕

身 近 なクラ スメイ トの作 品に触れ る ことで、伝 え合 うことの大切 さを学 ぶ。(基 礎～応 用段階 ・創 作)

新聞記 事、 コラム、本 の一部 等を紹 介 し、感 想や 意見 をま とめ る。(実 践 ～応 用段階)

優れ た文章 を紹介 し、読 み味 わ うこ とで表 現方 法や文体 を学ぷ。(基 礎 ～応用 段階 ・創作)

身近 なテーマ、社会 問題、ll寺事問題 を題 に し、200宇 ～600字 程度 で意 見を述べ させ る。(基 礎～ 実践段 階)

相手や 目的 に応 じた手紙 を書 かせ る。(実 践段 階)

感 じた ことや考 えた こ とを 、毎回授 業 レポー ト、感想 としてま とめ る。(実 践 ～応用 段階)

学校 図書館(地 域の図 書館)を 楽 しみ なが ら使 い こなす ガイダ ンス を定期的 に実施す る。(基 礎 ～応用 段階 ・創作)

}年間 の継 続課題 の工夫1

新 聞切 り抜 き帳(主 に新聞 の社説や コラム を切 り抜 いて専用の ノー トに貼 り付 けた うえで、漢字の読 み方や語 句の

意味 を調べ 、内容 を要約 して さらに感想 をま とめ る。 加 えてコラム の場合 には適切 な タイ トルを考 える。 また、投

書欄 に賛成 、反対 の立場で意 見文 を書 く。)…(基 礎 ～応用段 階 ・創 作)

言葉探 し(心 に留 まった言葉 や文 章 をノー トや手帳 に書 きた めてい く。)…(基 礎 ～応用段 階 ・創 作)

読書 ノー ト(月 に一 冊、要約 と感 想 をま とめ る。)…(実 践～応 用段 階)

外部 コンクールへ の積極的 な参加(創 作、読 書感想 文、論文等)…(実 践 ～応用段 階 ・創 作)

学校 行事 を生かす。(作 文 、感 想 文、俳 句 ・短歌)…(実 践～ 応用段 階 ・創 作)

※定期 的 に提出 させ 、コメ ン トをつ けて返す 。生 徒 の作品は必ず 教室 内で フ ィー ドバ ック し、互 いに学び合 い 、伝 え合

うことの喜 びを体得 させ たい。
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5単 元の指導計画

時 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価規準 ・方法

1 ・橘 曙覧の詠 んだ歌 を知 る。

・そ の上で 「悲 しみ は」、 「楽

しみ は」で始ま る 「創 作短 歌」

を詠 む。

○ 生 きてい く上で、 「悲 しみ」

や 「楽 しみ」 は必ず経 験 す る

ことで あ るこ とを伝 え る、 そ

の上で 、考 える際 に参考 とな

る例 を示 し、「書 くこ と」へ の

苦手意 識や抵抗 感 を払拭 で き

るよ うにする。

○楽 しく書 くこ とを主 眼 に置

く。

○作業 は 、 ワー ク シー ト① の

1を 用 い る。

①積 極的 に取 り組ん で いる。

【関 心 ・意欲 ・態度 】

(机 問指 導で確認)

② 書 くことを楽 しんで いる.

【書 く能 力 】

(ワ ー クシー トの確 認)

〔評 価 基 準 でBに 達 しな い

(以 下C、Dの)生 徒 への手

立て 〕

五七 五七 七 の形式 に言葉 を当

て はめ る こと を楽 しむ 気持 ち

で詠 め ば よい とい うこ とを話

しかけて理解 させ る。

2

3

・前 回の授業 で書 いた もの を

発表す る。

・自分 に とって 「悲 しい こと」

「楽 しい こ と」 を50宇 程 度

の短 い作文で表現 す る。

○作業 は、 ワー ク シー ト① の

2を 用 い る。

○発表 者 の話 を通 して、一 っ

の ことで もい ろい ろな考 え方

の あ るこ とに気付 かせ る,

○ 「嘆 く」の意 味は、「腹 立た

しく思 い、恨み 悲 しむ こ と」

であ る こ とを板 書 で伝 え、 う

ま く書 け ない生 徒 には、 経験

した こ とで、そ の よ うに感 じ

た こ とが ない か を問いか け、

考え るきっかけ を作 る。

○補足 と して国語便 覧 を活用

し、「正 しい文章表 現」を生徒

に確認 させ 、理解 の一助 とす

る。

① 発 表 者 と して 嫌 々 で は な

く、き ちん と発表 して いる。

② 聞 く側 と して真 剣 に発 表 に

耳を傾 けてい る。

【関心 ・意欲 ・態度 】

(机間指 導で確認す る。)

③ 印象 に残 る ことを、思 い出

しなが ら書 こ うと してい る。

【書 く能 力 】

(ワー クシー トの確 認)

【知識 ・理解 】

(ワー クシー トの確認)

〔C、Dの 生徒 への手立 て〕

「悲 しい こと」 な どの様 々 な

事例 を教 師が挙 げ、実体験 を

振 り返 らせ る。

4 ・「悲 しみ、嘆 くこ と」ま たは

「腹立た しく思 うこ と」 につ

いて、 これ までの 自分 の経験

を箇条書 きにす る。

○箇条 書 き用 の ワー クシー ト

② を用 いて、作業 を行わせ る。

① 課題 に熱心 に取 り組 んで い

る。

②経験 と向き合 ってい る。

【関心 ・意欲 ・態度 】

(机 間指導 で確認)
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5 ・前回の授業で挙げた事柄を ①配布 された参考資料を じっ

各 自が再検 証す る。 く りと読ん でい る。

【関心 ・意 欲 ・態度 】

・次 に 、 配 布 物 で 「悲 し み 、 ○配 布物 は 、新聞 の投書 な ど、 (観察によ り確認)

嘆 くこと」「腹立た しく思 うこ 具体的 で簡 明なもの とす る。 ②最 も印象に残っている事例

と」は 、世の中 にた くさん あ に関す る各項 目をきちんと挙

る とい うこ とに気付 く。 げ て い る、

・そ の 中 の 一 つ か ら 、 「い っ 」 0作 業 は、 ワー クシー ト③ を ③ 「うざい」「むかつ く」な ど

「ど こで」 「どの よ うな状 況 用 い る 。 の 口語を使わない ように心掛

で」 「何 に対 して」 「ど うして ○生徒同士の交流の時間を設 け て い る 。

か 」 を ノ ー トに 抜 き 出 し 、 そ け、他者 の 意見 を聞い て 自分 ④ 板 書 をき ちん と写 して い

れにな らって文章を書けばよ の意 見 を深 めた り、訂正 した る 。

い とい うことを理解す る。 り さ せ 、 ワ ー ク シ ー ト③ の 作 【関心 ・意欲 ・態 度】

業 が しや すい雰囲気 を作 る、. (ワー クシー トの確 認)

・前回挙 げた事柄 の 中で 、 最 ⑤各項 目が内容の通 りに書か

も印象に残 るこ とを選 ぶ。 れ て い る 。

【書 く能 力】

・そ の こ と に つ い て 、 「い つ 」 ○個人的な恨みな どに陥 らな (ワ ー クシー トの確 認)

「どこで 」 「どの よ うな 状 況 い よ うに机 間指導 を適宜 行 ⑥ 「考 える」とい うこと と 「書

で」「何に対 して」「ど う して 」 い 、個 々の生徒 に 目を配 る。 く」 とい うこ ととの密接 なっ

そのように感 じたのかを分か その際、人権的に問題のある なが りを理 解 してい る。

りや す く書 き出す。 次 に、そ 表現や人道的に許 され ない表 【知識 ・理解 】

れ か ら感 じた こと、思 った こ 現を指摘す る。 (ワ ー クシー トの確認)

とを書 き出す。 ○各項 目は、「文章を書く素材 〔C、Dの 生徒へ の手立 て〕

に な る」 と板書で伝 え る。 「街中で普通に見 られ るタバ

・一通 り挙 げた後、「文章 を書 0「 文 章 を書 くこ と」 と 「自 コのポイ捨てやいかがわ しい

くとい うこ とは、 自己を見つ 己を見 つ める こ と」 お よび 、 落書 き、駅や電車内で日常的

め る とい うこ とに 外 な ら な 「考 え る とい うこ と」 との密 に繰 り広げられるささいな こ

い。」とい うこ とと 「文章 を書 接 な繋 が りについ て は、板書 とでの い ざ こざを見 聞 して、

く とい うこ とは、 考 える とい を工夫 し、生徒 に理 解 して も 誰 も何 も感 じな い と した ら、

うこ と と密 接 に 関 係 して い らえ るよ うにす る。 社会 は どうな って しま うの

る。」 とい うこ とを理解 す る。 ○ 「何 も考 えずに文章を書 く か 」 な どと問いか け、 自己 と

とこ とな どで きない。」とい う 社会 との繋が りを再確認させ

・今 回挙 げた各項 目につ い て こ と を 、 「悲 しみ 、 嘆 く こ と 」 な が ら、世 の中に はた くさん

再 確認 し、自分 に とって の 「悲 「腹 立た しく思 うこ と」 を思 の 「悲 しい こと」「嘆かわ しい

しみ 、嘆 くこと」「腹 立た しい い出 し、 それ か らどの よ うな こ と」 が あ るとい う ことを考

こと」について深 く認 識す る。 ことを感 じたかを確認す ると えさせ る。
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5 い う作業を通 して理解させ ら

れ るよ うに、板書 を工夫す る。

O次 回 か ら 「悲 しむj(五 木寛

之)に 入 るの で、前 もって読

んでお くよ うに指示す る。

6 ・これ までの授 業 と関連 した ○読めない漢宇な どについて ①読む ことが きちん とできて

7 教材 「悲 しむ」(五 木寛之)を は 、机 問指導 時 に ヒン トを出 い る 。

黙読 し、筆者 は 「生 き てい く す などして適宜対処す る。 【関心 ・意欲 ・態度1

上で何が大切だ」 と言ってい 0「 悲 しみ、嘆 くこ との意義 」 (机間指導で確認)

るのか を考え る。 につ い て理解 で き るよ うに、 ②筆者の主張を正確に理解 し

筆者の意見の要旨を分か りや て い る 。

す く板 書す る。 【知識 ・理解 】

・「悲 しむ」(五 木寛 之)の 内 0400字 を書 く こ とが 困難 (理解を挙手で確認)

容 を 自身 の 「悲 しみ、 嘆 くこ な生徒には、前回の授業で提 〔C、Dの 生徒 への手 立て〕

と」「腹立 た しく思 うこ と」を 示 した模 範的 な投稿 記事 の 机間指導で個別に対処する。

ま とめ る上 で参照 し、400 「い つ 」 「ど こ で 」 と い う パ タ ③積極的に書く姿勢がある。

宇の作文を完成 させ る。 一 ンを踏 まえて書 くよ うに指 【関心 ・意欲 ・態度 】

導す る。 (作業の観察で確認)

・時 間 に余裕 が あれ ば、 完成 ○原稿用紙の使い方について ④ 「書 く」ための材料をきち

した文章 を見直 し、 よ りよい は、前 もって指導 してお く。 ん と用意 してい る。

文章表現を目指す。 ○ 「書 く」 とい うこ とに 重 き ⑤作文に適 した表現 を心掛 け

を置 き 、漢 字の誤 りな どの細 て い る 。

かい こ とには 、必要 以上 に こ 【書 く能力 】

だわ らない よ うに伝 える。 (提出物の内容で確認)

⑥ 「悲 しみ 、嘆 くこ と」 を通

して 、 自己 を見つ めて い る。

【知識 ・理解 】

(提出物の内容で確認)

〔C、Dの 生徒へ の手立 て〕

第5時 に扱 った 「書 く」材 料

を再確認 させ、それ らをつな

ぎ合わせ ることで文章化でき

る こ とを確認 させ る。

〔Aの(評 価基準で秀逸 と判

断される生徒)へ の手立て〕

原稿用紙を更に用いさせ、「書

くこ と」の喜び を体感 させ る。
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6生 徒の学習活動

(1)事 前指導

今回 の学習 にあたって、事前 に生

徒にルーブ リック評価基準を示 した。

これは、書 くことに苦手意識 をもっ

た生徒に も、自分の考えを言葉にす

る喜び と達成感 を 目に見える形で実

感 して もらいたかったためである。

毎回の ワー クシー トの裏 に、下 に

示 した ような表 を添付 し、一 っ一っ

の項 目について点数化 した評価 基準

を示 した。 これによ り、生一徒はあ ら

か じめ 自分 の評価 を自己診断す ることが でき、また授 業者 として も机聞指導の際に生徒 が簡単

に 自分の間違いを直す ことができ るよ うな、わか りやすい説 明がで きると考えた。

さらに どうしても自分の発想では表現す ることがで きない生徒がい ることを考慮 し、例示 し

た文章の模倣でも点数化す る工夫 を した。評価基準 によってあ らか じめ表記 のルール と形式が

守 られていれば評価 にお ける合格最低ラインは取れ る とい うこ とを説明 し、書 くことに正対で

きるよ うに意識付 けた。

ワークシートの裏 に添付 した評価基準

ジヤン

ノレ 段階
評価規準(どんな力をっけてほしいか) 秀逸

A

達成

B

要改善

C

要努 力

D目標 めあて 着眼点

メモ

な ど

正 しい表

記 と内容

の とも

なった一

文が書け

る

1A

正 しい

表 記 と

内容の

とも

なった
一文が

書ける

表記 のルー
ル にのっ

とった一文

が書 ける

韻宇 ・脱宇

が ない
誤宇 ・脱字が ない

綴字 ・脱字が2つ 以

下で推融 した あとが

見 られ る

数箇所の謬宇 ・脱宇
があり推敲のあとが

見られない

誤字脱字が文全体に

わた'・ている

句読 点な ど

正 しい記 号
の使 用

記号な どの ミス がな
い

記号の ミスが2つ 以

下で推敵 した あとが

見 られ る

数麓所の記号ミスが
あり推敲のあとが見
られない

記号 ミスが文全体に

わたっている

文 としての

完結

一文が表現上誤 りの

ない形で完結 して い

る

一文 として完綜 して

い るが.衷 記 上の間

題点が 見られ る

表記上の問題点がか

な り多 くあ り、一文

として完緒 していな

い

表記上の問題点が敬
箇所あり、一文とし
て完結 していない

1B

内容 の とも

な った一文

が書 ける

読み手に伝
えたい内容
が伝わる

状 況設定が読み手 に

明碇 に伝わ り、優れ

た内容 とな っている

状況設定が読み手に
伝わる容となってい
る

必要 となる状況が設

定 されてお らず.読

み手 に設定上の不備

を感 じさせて しま う

内容 となっている

読み手に何かを伝え
ようとする姿勢が感

じられず、実際に談
んでも内容が伝わっ
てこない

1C

目的 に応 じ

た一文 が書

け る

相手や 目的

に応 じた適

切 な言 葉が

選択 され て
い る

使用してい る言葉が

目的 に応 じ.状 配設

定をより豊か に表現
す ることに成功 して

お り、全体 として水

準の高い一文 に仕 上

がっている.

使用 してい る言葉が

相 手や 臼的 に応 じて

お り、全体の内容 を

伝 えるさまた げに

な ってい ない

使用している言集が
桐手や目的に応じて
おらず、全体の内容

を伝えるさまたげに
なっている

相手や 目的に応 じr二

言葉を選択 しよ うと
い う意職が感 じられ

ず、内容 としての ま

とま りのさま,ヒげ に

なっている

(2)生 徒の変容

1時 限 短歌創作

一連 の授業の流れ を説明 し
、動機 づけを したあと、短歌 の創 作 に入 る。 できあがった短歌は

文化祭 出品のために色紙 に清書。取 り組 みは大方熱心 であったが 、リズムの取 り方に とま どい、

五七五七七の音に うまく乗せ られ ない生徒 も少な くなかった,
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2、3時 限 一文を書 く

ふ だん何気な く書いてい る文章 とは違い、ルール を設 けて一つの文 にま とめ るとい う作業 に

とま どう生徒が多 く見 られた。 あ らか じめ正 しい文章表現を説明す る補足資料 を用意 し、説明

を加 えたが、想定 した以上 に 「正 しい文章」が書けない生徒 が多い とい う実態があった。

4時 限 自分の経験 を箇条書 き

この ころから、 自分 の感情 を言葉 として表す とい う作業に慣れて きた様子が見 られ るよ うに

なった。後の感想 に 「何度 も同 じよ うな ことを繰 り返す ことで、よ うや く書き方がわかってき

た」 とい う意見があった。前回まで とはちがい自由に書 く余地 のあるこの作業は、これまでの

制約 を解 き放たれた解放感 も手伝 ってか、 自由に書けてい る印象が あった。

5時 限 瞬 自分の考えをまとめる

授業者が変わ り、生徒は緊張感 を持 って作業に取 り組む。新 聞の投稿記事 を参考 にしなが ら、

自分の経験について5WIHを 思い起 こしながら書き出す とい う作業であった,ワ ー クシー ト

の設 問が理解できずに とま どう生徒 が多 く見 られたので、投稿記事 を使って設問の意図 を具体

的に示 し、また机間指導 によって個別に助言 をする と、その後は円滑 に学習作業 に取 り組めた。

下表に示 したワークシー トの生徒 も、書 きたい内容はすでに定まっていたにもかかわらず 、そ

の内容を項 目別に書 き出す段階で⑤⑥が書 けず に悩んでいた。授業者が投稿記事 を例に⑤⑥ の

書き方を具体的に示す と、下記の内容 をす ぐにす らす らと書き出 した。

⑤
奪

審

蓉
.響

妻

腱
ア

ム
↓

熊

凝

葺
鷺
薯

野

、～

…
遼

⑥

義

に
うu6

窪

旨

要

き

器
～
μ
・

七

て
モ

電

立

在

し
台

う
仁

!

㌃

み
ヒ

並

ん
で

侍

で

鮎
匹

人

ザ

吉

而
蝋
な

ミ

a
薯

弓
わ
-1
2

へ
,て
き

麿

人

ザ

"

南
爪
`
費

毛

内

か
し
黛

ヒ
凄

.匹

ご

(

【
醤

.轟

.蕊
二
"
で

コ
寸

-

芝
き
モ
・
マ
悔

し
い

④

喰 醤

苓 拶

霜 て

ゆ
い
つ

昏

§

誉
,糎
時

②
ど
こ
で

、袋

侮

.
冥

鼻

③
ど
の
よ
う
な
状
況
で

.ハ

ス
偏

、
て
バ

ス

と

塙

で

い
ミ

○
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く
思
い
出
し
て
、
次
の
各
項
目
を
嘗
き
ま
し
ょ
う
コ

0

【悲
し
み
嘆
く
こ
と
」
ま
た
は

「腹
立
た
し
く
患
う
こ
と
」
で
、
簸
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
。

現
代
文

「書
く

こ
と
」

の
授
業

ワ
ー

ク
シ
ー
ト
③

(
3
)
年

(

)
組

(

)
番

氏
名

(

6、7時 限 「悲 しむ」の読解お よび400字 小論文の執筆

教科書教材 の活用方法 を変更 し、400字 に自分 自身 の悲 しみ、嘆き、怒 りな どの経験 をま

とめるための参考資料 と位置付 けた。一斉授業 としては取 り扱わず、黙読 させ 、内容を理解 し

た上で 自身の小論文を深め るための材料の一っ と考えた。この試み は思わぬ効果 をもた ら した。

教科書の内容に共感 し、「悲 しい」 「腹立た しい」 とい う感情 をて らいな く受 け止めることがで

きるよ うになった生徒 がいた とい うこ ともそ うだが、意外 な気付 きもあった。 小論文の執筆 と
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教科書 の読解を どちらか ら取 り組んで もよい とす ることで、書 くことに苦手意識 をもつ生徒 が、

書 くこ とだけに集 中 しなければな らない と考 える苦痛 か ら解放す ることができた よ うに思われ

る ことだ。書 くこ とに苦手意識 を持 つ生徒 は、 じっ と机の前で書 くことに集中 しな けれ ばな ら

ない とい う行為そのものに苦痛 を感 じていることがよくわか った。そ うした状況設定の工夫 も

彼 らを書 くことへ 導く重要 な要素で あることを実感 した。400宇 ともなるとや は り抵抗を感

じる生徒が 目立つ。 どうして も書 けない と言 う生徒 には、前回の授業で示 した模範的 な投稿記

事のパ ター ンを踏襲 してま とめれ ばよい と助言する と、多 くの生徒 がす ぐに取 り組 めた。

7成 果 と課題

陵 果があった と思われ る点1

① 短作文か ら始 め、段階 を追って書 く力のステ ップア ップを図 りなが ら、同 じテーマ の内

容 を繰 り返 し書かせ る指導を行 った。 これ は書 くことに苦 手意識 をもっ生徒の抵抗感 を

薄めるとい う効果が認 め られ た。

② 書 くことの力段階表 を意識す ることで、指導者 も学習者 も、 この学習で どん な力 をつけ

るのか、明確 な 目標 を設 定す るこ とができた。

③ ルーブ リック評価の考 え方 を採用 し、あ らか じめ評価基準 を示 した。 この ことによ り、

生徒が 自身 の評価 を 自己診断 でき、よ りや る気 を引き出す結果 となった。 また授業者 と

して も、机 間指導の段階で生徒に弱点 を指摘す ることがで きる とい う利 点が あった。

④ 自分の考えを表現す る ことに抵抗 のある生徒 に配慮 し、例示 した文章の模倣 も答案 の一

つ と認めた。模範例 を模倣す ることで、表現 のこっをっか めた とい う声 もあった。

1今後 の課題

① 文章 を書 く上で、正確 な表記 がで きない生徒 が思 いのほか多かった。段階表の1A～1

Cの 指導に関 しては、繰 り返 し行 う必要がある。

② 基礎班では、他者 を意識す る以前 に、自己 と向き合 うことに主眼を置き授業案 を考 えた。

そのため過去の体験 か ら 「感 じたこ と」を言葉に置き換 えるこ とが中心的な作業 とな っ

た。 しか し、 自分の過 去 を書 くことに抵抗感 を示す 生徒 もお り、何 らかの配慮が必要で

あった。例えば虚構を交 えて書 くこ とを認めるな ど、補助的 な課題 が用意で きた のでは

ないか。

③ 今 回の検証では、書 くことの力段階表 を作成 し、ルーブ リック評価 で基準を明 らか に し

なが ら6時 間の授業 を行った。 この方法は、個に応 じた指 導に関 して有効であった と考

える。 しか し、教室 には数多 くの問題 が散在す る。 国語全般 の基礎力をど う回復す るの

か、授業に意欲的 に臨む こ とがで きない生徒 に どの よ うな指導 のアプローチが可能 なの

かな ど、改 めて個 に応 じた指導の難 しさを実感 した。今後 は、生徒の関心を引 く教材 の

開発、語彙力や表現力 を豊か にす るための工夫 、表現意欲 を高めるための発表 の場 の提

供 な どと絡 めて、書 くことの段 階指導 を発展 させ たい。

④ 段階表 の1～3「 自分 の考 えを文章にま とめる」段階か ら4～5の 「読み手を意識 した

文章を書 く」段階への移行。これが書 くことの指導 の中で最 も難 しい段階 と考える。「自

己を見つめる」か ら 「他者 を意識 する」への指導 を今後の研 究の課題 としたい。
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V「 書 くこと」の指導の実際 応 用段階

他者 を意識 し、自己の意見 を的確 に伝 える文章構成の技術能力について

1単 元名 「意見 を述べ る」

2単 元設定の理由

近年 、話題となっている若者たちの「コミュニケーション能 力の不足(低 下)」について、本分科会では、

その要因を「客観性 の不足」「論 理性の欠如 」ととらえ、「他者を意識すること」に焦点を当て、「自己の

意 見を"的 確 に"伝 える」能力の育成を目指すこととした。

本 単元では、『意見を述べる』(国語総合)を 取り扱う。導入段 階では、教科書掲載の例文「個々の音

楽性の喪失」を取り上げ、自己の意 見を"論 理的に"書 く際の、参考 にすべき点を学習していく。次に、

この例文内容に対する反対の意 見を述べ、その根拠を挙げる。「意見」と「根拠」の違いを意識し、自己

の意見を主張する場合、いかに「根拠(論 拠)」が重要になってくるかを認識させることが 目的である。

応用編としては、新聞投稿 形式の例文を提示 し、賛成 ・反 対それぞれの立場を選択させ、根拠を述

べ させる。続 けて、自分 とは異なる立場の意 見を想定させる。異なる立場に立って、その根拠を考えさ

せることにより、「他者」の存在を意識し、客観的な視点が身に付くと考える。また、この過程が意見文を

書く際の「反論」の部分になることを理解 させる。さらには、その「反論」に対する「反駁」を考えさせる。こ

の段階で生徒には、「他者」を想定した場合としない場合とで、説得 力の有る無しに大きく差が出ること、

より具体的な「根拠」を挙げることの大切さを再認識してもらいたいと考 えている。

「他者 を想定すること」=「より客観的な視点に立って物事を考えること」の効果 、重要性 を理解するこ

とは、他者 に伝わりやすい表現の工 夫にっながり、その試行 錯誤 の中から「相互理解」という認識が生

まれる。「伝える」という行為 は、それぞれが一 方的に意見を投げっけ、一瞬で関係 が途切れてしまうも

のではなく、お互いが相手の存在 を認め、言葉のキャッチボールが出来て初めて成り立つものである。

この単元を通 じて、「書く」という技術の向上だけではなく、「他者の存在 」「相互理解」という意識付 け

を行 い、「伝え合う」という姿勢を身 に付けさせることが出来れ ば、先 に掲げた「コミュニケーション能 力」

も培われていくのではないかと考える。

3教 材設定の理 由

本教材は、「意見 ・主張」の表現 について学習するものである。自分の意 見を述べ 、相手を説得する

ことを目的とする「意見文」は、論 理的認 識 ・思考を育てる上で有効 的な学習 教材である。また、評 論 ・

論説などの文章と比べ 、生徒 にとっても非常に身近な文章であると同時に、分量的にも少なく、生徒 が

比較 的取り組みやすい教材であることから、本単元を実施するに際し、最適な教材であると考え、実証

授業の2時 限 目で扱うこととした。

教科書 に掲載されている例文 「個々の音楽性の喪失」は、「意見 ・主張」と「根 拠(論 拠)」の関係 を、

具体例の中で確かめ、自分の文章を書く際の参考に出来るよう配慮された構成となっている。この例 文

を活用することにより、生徒は、「直感 的・主観 的な認識」も大事にしつつ、他者に納得できる形 に再構

成 していくという作業の工程を学習 し、主題 ・論拠・論証の関係を理解していくことが出来ると考えた。

また、応用教材としては、身近な存在として、生徒が 日常生活の色々な場面において最も多く出会う

であろう、「新聞投稿」の形をとるが、内容としては、様 々な問題点をクリアするため、目的 に沿った例文

を作成することとした。
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4評 価の規準

評 価 規 準 項 目 段 階 表 と

の対応

意見文が社会に対して働きかける手段であると同時

に、自分にとっても意義のあるものであることを理解

できたか。

(関 心 ・意 欲 ・態 度)

(読 む能 力)、(知 識 ・理 解)

意見文の書き方 について、基本的な知識 ・技巧を確

認することができたか。

(関 心 ・意 欲 ・態 度)

(書 く能 力)(知 識 ・理 解)

2A

例文に対する自分の意見をもつことができたか。 (関 心 ・意 欲 ・ 態 度)

(書 く能 力)

2C

意見文の書き方を参考にしながら、構想メモを作成

することができたか。

(書 く能 力)(知 識 ・理 解) 2B

2C

根拠を示して主題を論証することができたか。 (書 く能 力)(知 識 ・理 解) 3C

4B

構想メモに基づいて、意見文をまとめることができた

か。

(書 く能 力)(知 識 ・理解) 3B

賛成 ・反対両方の立場に立ち、他者を意識した客観

的な視点をもっことができたか。

(書 く能 力)(知 識 ・理解) 4A

4B

構成 、バランスを考え、自分の意見をまとめることが

できたか。

(関 心 ・意 欲 ・態度)

(書 く能 力)(知 識 ・理 解)

5A

5B

5指 導の工夫

(1)事 前指導として、「書き言葉」と「話 し言葉」の違い、間違いやす い表現など、表現の知識を確

認 する。また、「意見文」と「事 実文 」についての解説 をし、主観的 な文 章と客観的な文章 との

違 いについて理解させ る。

(2)「 書くこと」の学習に集 中できるよう、例文の内容 については、主 旨や根拠 について確認をとり、

解釈のプレが出ないよう配慮する。

(3)メ モを取り、それを元に文章 を組み立てていくことを苦手とする生徒のことも考え、「枠」に沿っ

て作業を進めていけるようなワークシートを作成する。

(4)応 用教材としての文章(新 聞投稿形式)で は、賛成 ・反対 両方の意 見に立って物事を考える姿

勢を養うため、意見に偏りの出ない文章を推敲する。

(5)自 分の意 見に対する反対意 見を想定できない生徒 に対しては、意 見と根拠 の参考例を示す

など個別に対応する。
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6単 元の指導計画

時 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価規準 ・方法

1 ・表現 の知識 を確認 す る。

○話 し言 葉 と書 き言葉

・「省略語 」・「ら抜 き言 葉 」

・「や っぱ り」 な ど

・主述呼 応 ・副 詞 呼応

・一 文 の長 さ

○意 見文 と事実 文

・「富士 山は 日本 一 の 山 だ」

・「富 士 山 は 日本 一 高 い 山

だ 」

(ワー ク シー トに記 入)

① 間違 えや す い 表 現

について確認 をす る。

② 主観 的 な表 現 と客

観 的 な表現 につ い て

生徒 の理解 を支 援 す

る。

①積極的に参加 してい る。

【意欲 ・関心 ・態度 】

② 他者 に伝わ りやす い客観 的

な 表 現 につ い て理 解 して い

る。

【知識 ・理解 】

(作業時 の観 察 ・ワー クシー

トの確認)

2 ○課題1(図 表①)に 対 し

て反対の意見 を述べ 、そ の

根拠を作 る。(例文の主旨や

根拠に線 を引 く)

・具体的な事実に基づ いた

根拠の提示

○課題2(図 表②)に 対 し

て賛成か反対か どち らかの

立場を示 し、 自分の意 見 と

その根拠 を作 る。

ステ ップ

① 自分の意見

②その根拠

・具体的な事 実に基づいた

根拠の提示

(ワー クシー トに記入)

① 例 文の 内容 にっ い

て授 業 者 が 主 旨や 根

拠の確認を とる。

② 自分 の立場 を 明確

に意識 付 け させ て意

見 を述べ させ る。

課 題1で は反 論 の 立

場

課 題2で は どち らか

を選択す る。

③具体的な事実 ・事例

を挙げ させ る。

④ 複 数 の生 徒 の 例 を

発表する。

①積極的 に参加 している。

【意欲 ・関心 ・態度】

(机問指導で確認)

② 自分 の立場 を明確 に した意

見が出せ る。

【書 く能力 】(机間指導で確認)

③意 見 と根拠 の 関係性が理解

できる。

【書 く能力 】(机問指導 で確認)

(ワークシー トでの確認)

〔評価基準でBに 達 しない生

徒へ の手だて〕(以 下C、Dの

生徒 とす る)

選択 できない生徒 には意見 と

根拠 の例 を複 数提示 して選 ば

せ る。

自分の意見 と、そ のよ りどこ

ろ となる理 由を書 くこ とを伝

える。

3 ○課題2に ついて 自分の立

場の逆 の立場 を想 定 し、反

対意見 とその論拠 を出す。

(図表③)

ステ ップ③逆 の立場の根拠

① 自分 の意 見 に対 す

る反 対 意見 と根 拠 を

想 定 させ る。

・前 回の授業の根拠 の

有用 性 につ いて 個 別

に確認する。

①積 極 的 に 参加 して い る。

【意 欲 ・関 心 ・態 度1

(作 業 の 観 察 ・ワー クシ ー ト

の確 認)
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3 ○想定 した反対意見 に対 し ② ワ ー ク シ ー トの 内 ②他者を意識 した意見を構築

て さらに反論を加 える。 容 は随 時発 表 して い で きて い る。

ステ ップ④反対意見の反論 く 。 (ステ ップ②か ら④への変容)

○逆の意見を想定 した場合 ・反対意見を想定 した 【書 く能力 】

とそ うでない場合の違 い を 論拠 を作成で きない (作 業 の 観 察 ・ワー ク シー トの

確認す る。 生徒 に対 しては、個別 確認)

(ワ ー クシー ト作 業) に対応 し生徒 の 理 解 ③ 他者 の意 見を聞 き、文章 を

O反 対意見を想定した上で を支援す る。 推 敲できる。

自分 の 意 見 の ま とめ を書 【書 く能力】

く 。 (ワ ー クシー トの確 認)

ステ ップ⑤ まとめ 〔C、Dの 生徒 へ の 手 立 て〕

反論 が書 けない生徒 には、ス

テ ップ②を参考にす るよう支

援 す る。

4 ○導入と結論の文章を書か ○話題 に対す る自分 ①構成を意識 して意見をまと

せ る。(図 表 ④) の 意 見 と構 成 を ま と め られ たか 。

め させ る。 【書 く能力 】

(ワ ー ク シー トの確 認)

ワー クシー ト 評価基準

段階

評価規準(どんな力をつけてほしいか) 評価基準

めあて 着眼点 秀逸A 達成B 要改善C 要努力D

3C

具 体例 を取 り入れ

た文章 が書 ける

具 体 例 を 用 い て

いるか

具 体例 が あ り、

主 張 と結び っ い

て い る

具体例はある

が主張が不明

確である

具体例が見あた

らず主張も不明

確である

ふ さわ しい文 章

にな っていない

4B

読み手を意識した

文章が書ける

具 体 例 を 効 果 的

に使 ってい るか

効 果的 な 具体例

が あ り、 論点 が

明確で ある

具体例が あ り、

論 点 が 明確 で

あ る

具体例はあるが

論点がずれてい

る

具体 例が な く主

張 も不明 確 で あ

る

5A

客観的な視点で文

章が書ける

自分 の 主 張 と対

立す る視 点 を

ふ ま え 客 観 的 に

論 じて い る

主 張 と対 立す る

視 点 を明 確 にふ

ま え論 じてい る

主 張 と対 立 す

る視 点 をふ ま

え論 じてい る

主張はあるが対

立する論点が不

明確である

主 張 はあ るが 一

人 よが りとな っ

ている

5B

普 遍的 で 説 得力 の

あ る文 章が書 ける

効 果 的 に 具 体 例

を用 い 論 点 に 普

遍 性 を も た せ て

い る

効果 的 な具体 例

が あ り、文 章が

普遍性 を もって

い る

効 果 的 に 具 体

例 を用 い て 文

章 が書 かれ て

い る

具 体 例 を効 果的

に使 っ て書 かれ

て い ない

持論 はあ るが 具

体例が乏 しい
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7生 徒の学習活動

(1)指 導の実際

1時 間 目は、短 い文章の練習課題 を通 して話 し言葉 と書 き言葉の違 いや 、主観的 な表現 と客

観 的な表現の違いについてワークシー トにより確認 した。他者 にわか りやす く自分 の意見 を伝

えるとい う自覚を もたせ るとともに、自分の意 見を客観 化す るた めの形式 について考える意識

付 けを支援 した。主観 的 と客観的の違 いについては、主観的 な表現 を 「… と思 う」「…

ではないか」「… だろ う」 といった末尾表現のみ にとらわれてい る生徒が多 く、断定表現の

中であっても自分の価値や評価が含 まれ る とい う観点で文章 にふれ させ た。「富士 山は 日本一の

山だ」「Aチ ームは夏季大会 で圧勝 した」な どの表現 は客観的な表現ではない。つま り、自分の

意見の判 断基準 と読み手(他 者)の 判断基準のずれ を生 じさせ る文章は説得力 をもたず、 自分

の意見を伝 える際 に注意 しな くて はな らない客観性 につ いて 、生徒の発言に より確認 しあ う場

面 を持 たせ た。

2時 間 目は教科書の文章を用いて、 ワー クシー トの中の筆者の意見 と根拠 に線 を引かせ る作

業 を行った。意見 と根拠の関係性 につ いて学習 し、その意見 に対 して反論 を試 みた。反論 とい

う自分の意見の立場を明確 にす ること、 さらに 自分の意見の根拠 を作ることとい う思考過程 を

通 して主張の客観性 ・論理性 を学習 した。数名の生徒 の根拠 を発表 し、根拠 と して具体的な事

実による例が展開 され るこ とが望 ま しい点 を確認 した。次に課題2の 文章について、反対か賛

成か の自分の立場 を選択 し、そ の根拠を作 った。課題文 にっいては、生徒が反論や肯定の一方

の立揚 に立ちやすい 「若者」 についての内容 であると共

に身 の回 りの根拠 を想定 しやすい文章 を工夫 し作成 した。

根拠 について枠か らはみ出す まで書 き連ねる生徒が3分

の1程 度いた。作業が進まない生徒 については根拠例 を

複 数提 示 し、一番納得できる ものを選 ばせた。 自分では

思 いつかなくとも選択 させ ることで意見 と根拠 の関係性

を体得 させ る工夫を した。

3時 問 目は前回の授業で選 択 した 自分 の立場 とは逆 の意見 を作 ることで、 自分 とは違 う他者

の視点で対象 に臨む姿勢 をもたせ た。一度作 った 自分の意見に対 して反論す るのではな く、最

初 の時点に戻 り自分 の意見 とは逆の視 点か ら根拠 を明 らかに させた。 この段階で思考停 止す る

生徒 は、逆 の立場の意見に対す る根拠 を例文か らそのまま抜 き出す 、例文の筆者 の主張をなぞ

るよ うな根拠を出す生徒が数 名見 られ、 この段階で思考停止す る生徒 には机問指導 によ り個別

に支援 した。次に、想定 した反 対意見に対 して反論 を試み させ た。

聾覇 騨 叉騨 … ・-i'二'チ ニ 4時 間 目は今 までの作業 を一枚の全体構成の中に置き換

え させ た。意見を序論 ・本論 ・結論 とい う枠組み の中に写

してい く。その際 に、意 見 とその根拠の一組が、他者 を想

定 した意 見の反論 を加える ことによって、よ り深み を増 し、

説得力が出てくる ことが視 覚的 に理解で きるよ う支援 した。

ステ ップ②意見の根拠 と④反対意見に対す る反論 を比較 し、

自分の意 見が より深 まったか ど うか を生徒 自らで検証す る。

生徒の到 達度が視覚的に明確 にな り、到達度 によって授業者 が個別 に対応 していった。

一21一



(2)生 徒の変容

ア 「他者」の意識 と客観性 ・論理性 について

書 くことは苦手ではないが、 自己の意見を的確 に伝 える技術 が不足 している生徒 に必要な も

のは客観性 ・論理性である。 客観性 ・論理性 の重要を生徒 自身が気付 くこ と、 さらにそれ を裏

打ちす るのが根拠であ り、論理展 開であることを今回の単元で理解 させ た。根拠や論理展開 に

ついての作業 が進まない生徒に対 しては例 を提示 し選択す るこ とで、 自分 自身で表現が生み 出

せ な くても、意見にはそ うした客観性 ・論理性が必要である ことを理解す ることがで きた。 ま

た、逆の意見 と根拠 を作成す る際にまた もう一度前のステ ップ(自 分の立場 を確認 し根拠を作

成)に 戻って意見を作 りなおす様子が見て取れた。 さらに、ステ ップ②意見の根拠 と④ 反対意

見の反論 が同 じになっているか どうか確認 させる授業者の個別支援 によ り、根拠の出 し方の視

点 を 自分で再考す る生徒がいた。生徒 自らが自分の力 を視覚的に認識 し自ら解決できる課題 と

なった と言える。

ステ ップ②か ら④へ 、他者 の視点 が加わった例
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イ 関心 ・意欲 ・態度につ いて

1時 間 目のワークシー トでは、短い文章を適切な表現に直す 演習形式のため、熱心に取 り組

んで いた。 この段階か ら生徒 の到達度の差が出てお り、次の意見作成の支援の 目安が立て られ

た。特 に客観的事実(A)と 意 見 ・推論の表(B)に 分 けさせ る課題 では、価値や判断が含ま

れ る語句について生徒か ら活発 に意 見が出た。

2時 間 目 ・3時 間 目では課題 文の理解 が前提 とな るため、読解力の到達度 と作業の進度 、意

欲が比例 していた と言 える。.課題文の読み取 りを授業者 主体 で提示 し、生徒は 自分の意見の構

築 に集 中す るだけでよい よ うにす ると、普段の現代文の読解 の授業では理解が遅い 生徒 も安 心

して 自分の作業に取 り掛かれ るよ うにな った。また、 こち らが指示 しな くとも隣の生徒 と意見

を見せ 合 う場面が見 られ 、 自分 の意見だ けでなく、他者 の意 見に対す る関心も高 くなった。

4時 問 目では全体像を把握 しなが らの作業なので、今までの作業の意義 も理解 した ようだ っ

た。 全体像 を見ると、細かい意 見の根拠 について訂正 した り、主体的に書 き直 した りす る生徒

が多 く見 られた。

8成 果 と課題

①今回 は課題文 とい う他者 の意見 に対す る 自分の意見を作 らせ るこ とか ら始めたが、他者 の意

見を正確につかむことが大前提で ある。今回は授業者 主体 で課題文の主旨の把握 を推 し進 め

たが、今後は現代文の読解授業 とも関連付 けさせなが ら、年 間指導計画の中で段階 を追 った

他者 の意見の表 し方 と自分 の意見の出 し方 を比較検討 させ る指 導方法に発展 させ たい。

② また、課題文として教科書の例 文に加 え、研 究員が生徒の関心に見合 った例文 を作成 したが、

以下の点に気を付けた。教科書 の例文構成 に近似 した文章で作成 したこ とと、「若者批判」と

い う生徒が身近な具体例 で主張できる内容に したこ とであ る。 しか し、そのことがかえって

主張の中にモラルや生活規範 を根拠 としがちな例文 になって しまった。 生徒 の段階に応 じて

適切な例文 を用意す ることが今 回の研究主題 に大き く関わ る課題 となった。

③ 他者の視点に立たせ る場合 に 、今 回は自分の意見を示 させてか らそれ と反対 の意見を作成 さ

せ たが、全体計画を示 した上で両方作 らせてか らどち らかを選択 し、それ と反対意 見には ど

の ように対応す るか とい う指導方法 も考 えられた。 生徒の段階 に応 じて さまざまな指導方法

を研究 してい く必要 がある。
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VIま とめと今後の課題

1研 究の成果

本研究では、主題 を個 に応 じた指導の工夫 とし、国語科の指導領域 の中か ら特 に 「書 くこと」

に焦点を絞って研究を行った。特 に、学習者個人がよ り自己の能力 を高める ことができるか を

目的 とし、評価方法お よび指導の工夫 を試み た。

基礎段階の成果 としては、繰 り返 しを行 うことによって 「書 くこと」 に対す る抵抗感 を薄 め

るこ とがで きた点がまず挙 げられ る。 また、基礎段階 では例文の模倣 を容認す る ことで適切 な

表現方法を身に付けるこ とができる ことも判 明 した。指 導す る際に 自分の言葉 で書 くことが重

要で あるのは もちろん だが、それ に固執 して しま うと適切 な表現が思いつかずに筆 が止まって

しま うとい う学習者 に対 しては模倣 が効果的であると言 える。 も う一つの成果は、今回の研究

を通 じて 自分の考えや感情 と向 き合 う機会 を持てた とい うことであ る。 そ して どの ように考 え

や感清 を整理 して文章 とい う形に変換す るか をつかむ ことができるようになった。応用段階の

成果 としては、論理を どのよ うに構築 してい くかについて ワー クシー トを活用 して段階的に指

導 したことにより、 自己の意見 をよ り明確 に書 く方法 を体得できた点が挙 げ られ る。理論構築

の段階 ごとにワー クシー トを作成 したので、行き詰 まった ときに どの部分 が原因なのかを学習

者 も指導者 も明確 に判 断で き、適切なア ドバイスを行 うことができた。 また、導入段階の教材

に よって意見文のもつ特徴を示す ことに よ り、 これか ら自分たちが書 くべ き文はどのよ うな も

のか とい うイ メージが伝わ りやす く、執筆作業の手助 け となっていた。

共通の成果 としては、「書 くこと」の力段階表の活用が 中心 となった。この表によって、指導

者は もちろん学習者 も、学習の 目的 と到達 目標 とを明確 に設定できた点 を成果 として挙げてい

る。 さらにルーブ リック評価の ように数値化 できる評価方法 を取 り入れた ことによ り、学習者

も自分の到達度 をより明確 にす るこ とがで きた.こ の二つ を用いれ ば、学習者 は 自分 自身の書

いた文 を自己評価でき、指導者 は個 々に応 じた評価や次 の 目標設 定が可能 となる。学習者の意

欲 を高めるためにはわか りやすい到 達 目標や評価が重 要である とい うこ とを改めて認識 させ ら

れ る結果 となった。

2今 後の課題

基礎段階 ・応用段 階 ともに、「書 くこ と」に関す る基本的 な力 を定着 させ ることが課題 である

と述べ ている。段階表中の1A～1Cに 当たる部分の力が不足 している、 とい うのが教師側 の

実感 であった。 この部分のカの形成 は、高校までに 「書 くこと」 をどれ だけ経験 しているか が

影響す る要素が大 きいであろ う。 しか し、高校入学後 も機会 を捉 えてプ リン トや 便覧な どの補

助教材 を活用す ることに よ り、基本的な 「書 くこ と」の力を身 に付 けさせ ていきたい。

また、次の段階への よ り効果的な移行 を行 うために どの よ うな指導を行 うことが適切か とい

う点 も共通の課題 となってい る。 自分 を意識 した文が 中心の基礎段階か ら他人 を意識 した文が

中心の応用段階へ、 どう指導 してい けばよいのか とい う点について、今後 も引き続いて研 究 し

ていきたい。
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